
平成23年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成22年11月11日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 ケーユーホールディングス 上場取引所 東 

コード番号 9856 URL http://www.ku-hd.com
代表者 （役職名） 取締役社長 （氏名） 井上 恵博

問合せ先責任者 （役職名） 取締役総合企画部長 （氏名） 堀内 伸泰 TEL 042-796-3133
四半期報告書提出予定日 平成22年11月12日 配当支払開始予定日 平成22年12月10日

四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無

四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成23年3月期第2四半期の連結業績（平成22年4月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年3月期第2四半期 21,776 21.8 1,052 57.9 1,092 47.9 △46 ―

22年3月期第2四半期 17,883 △17.7 666 52.0 738 46.0 401 23.1

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

23年3月期第2四半期 △2.82 ―

22年3月期第2四半期 23.40 23.27

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

23年3月期第2四半期 28,981 23,933 82.3 1,486.11
22年3月期 29,159 24,388 83.4 1,441.75

（参考） 自己資本   23年3月期第2四半期  23,851百万円 22年3月期  24,320百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無  
 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

22年3月期 ― 5.00 ― 5.00 10.00
23年3月期 ― 5.00

23年3月期 
（予想）

― 5.00 10.00

3.  平成23年3月期の連結業績予想（平成22年4月1日～平成23年3月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 40,000 7.8 1,400 4.5 1,500 3.3 550 △85.1 32.60



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表のレ
ビュー手続は終了しておりません。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、
実際の業績等は、様々な要因により大きく異なる可能性があります。 

4.  その他 （詳細は、[添付資料]P.３「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 23年3月期2Q 23,063,012株 22年3月期  23,063,012株

② 期末自己株式数 23年3月期2Q  7,013,290株 22年3月期  6,194,100株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 23年3月期2Q 16,418,658株 22年3月期2Q  17,154,607株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、アジア市場の回復と国内の景気対策などの影響で、企業収

益や個人消費に持ち直しの兆しが見られましたが、雇用や所得環境が厳しい事から国内需要は依然として弱く、ま

た急激な円高や株式市況の低迷等から、下振れリスクも懸念されるようになり、景気の先行きは不透明感を増して

おります。 

自動車販売業界におきましては、エコカー補助金制度など政府の支援策もあり、今年度上期の軽自動車を含め

た新車の総販売台数は2,540千台（前年同期比16.8％増加）と好調に推移しました。しかし、補助金制度の終了に

ともなって、９月の新車の総販売台数が13ヶ月ぶりに前年同月比で減少に転じるなど、足もとでの新車販売は急減

速しております。外国メーカー車の販売は比較的堅調で、今年度上期の新車販売台数は95千台（同19.0％増加）と

なりました。また、中古車登録台数は、1,909千台（同0.4％減少）と前年同期に比べ微減となりましたが、８月に

は１年７ヶ月ぶりに前年同月比で増加に転じ、９月も前年同月比で増加となっております。 

このような状況下、当社グループの経営成績は、以下のとおりとなりました。 

売上高は、前年同期に比べ3,893百万円増加の21,776百万円（前年同期比21.8％増加）となりました。利益につ

いては、売上の伸びに加えコストコントロールに努めた結果経費率が低下したことにより、営業利益は前年同期に

比べ385百万円増加の1,052百万円（同57.9％増加）、経常利益は前年同期に比べ353百万円増加の1,092百万円（同

47.9％増加）となりました。一方、純利益は、減損損失を特別損益に計上したこと等から、前年同期に比べ447百

万円減少の46百万円の純損失となりました。  

セグメントごとの業績は、次のとおりであります。 

① 国産車販売事業  

 売上高は、前年同期に比べ1,494百万円増加の9,971百万円（前年同期比17.6％増加）、営業利益は、前年同

期に比べ145百万円増加の497百万円（同41.4％増加）となりました。 

② 輸入車ディーラー事業  

 売上高は、前年同期に比べ2,398百万円増加の11,804百万円（前年同期比25.5％増加）、営業利益は、前年

同期に比べ30百万円増加の356百万円（同9.5％増加）となりました。 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

① 資産、負債及び純資産の状況  

  当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ178百万円減少の28,981百万円と

なりました。これは、主に受取手形及び売掛金が130百万円減少したことによるものであります。 

 負債は、前連結会計年度末に比べ276百万円増加の5,048百万円となりました。これは、主に未払法人税等が

152百万円、繰延税金負債が77百万円、資産除去債務が91百万円増加したことによるものであります。 

 純資産は前連結会計年度末に比べ455百万円減少の23,933百万円となりました。  

② キャッシュ・フローの状況  

 当第２四半期連結会計期間末の現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,512百万円減少の3,073百

万円となりました。当第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フローの状況と主な要因は次のとおりで

す。 

 営業活動の結果獲得した資金は、1,248百万円となりました。これは、主にたな卸資産の増加額467百万円お

よび仕入債務の減少額161百万円の減少要因がありましたが、税金等調整前四半期純利益313百万円、減価償却

費421百万円、減損損失718百万円があったことによるものであります。 

 投資活動の結果使用した資金は、2,389百万円となりました。これは、主に有形固定資産の取得による支出

2,442百万円があったことによるものであります。 

 財務活動の結果使用した資金は、371百万円となりました。これは、主に自己株式の取得による支出261百万

円があったことによるものであります。 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  平成23年３月期の業績予想につきましては、平成22年５月13日に発表いたしました予想数値から変更はありませ

ん。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理  

（一般債権の貸倒見積高の算定方法） 

 当第２四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度に算定したものと著しい変化がないと認めら

れるため、前連結会計年度末の貸倒実績率等を使用して貸倒見積高を算定しております。  

② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。  

   

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 会計処理基準に関する事項の変更 

（資産除去債務に関する会計基準の適用） 

 第１四半期連結会計期間より「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月31日）及

び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を適用して

おります。 

 これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益はそれぞれ３百万円減少し、税金等調整前四半

期純利益は49百万円減少しております。  

② 表示方法の変更 

「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用語、様

式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の適用によ

り、当第２四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純損失」の科目で表示しております。  

   

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,273 4,785 

受取手形及び売掛金 669 799 

有価証券 10 10 

商品及び製品 4,828 4,489 

仕掛品 56 41 

原材料及び貯蔵品 150 146 

繰延税金資産 385 194 

その他 603 865 

貸倒引当金 △16 △2 

流動資産合計 9,960 11,330 

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 6,002 6,030 

機械装置及び運搬具（純額） 671 710 

工具、器具及び備品（純額） 89 87 

土地 10,144 9,069 

建設仮勘定 392 7 

有形固定資産合計 17,301 15,905 

無形固定資産 61 65 

投資その他の資産   

投資有価証券 646 764 

繰延税金資産 33 70 

その他 988 1,033 

貸倒引当金 △10 △10 

投資その他の資産合計 1,657 1,857 

固定資産合計 19,020 17,828 

資産合計 28,981 29,159 
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年３月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,232 1,394 

1年内返済予定の長期借入金 30 47 

未払金及び未払費用 378 411 

未払法人税等 426 273 

賞与引当金 217 160 

資産除去債務 30 － 

その他 679 571 

流動負債合計 2,996 2,859 

固定負債   

長期借入金 110 116 

繰延税金負債 1,455 1,377 

資産除去債務 61 － 

その他 424 416 

固定負債合計 2,051 1,911 

負債合計 5,048 4,771 

純資産の部   

株主資本   

資本金 6,321 6,321 

資本剰余金 6,439 6,439 

利益剰余金 16,297 16,428 

自己株式 △5,204 △4,942 

株主資本合計 23,854 24,247 

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △3 73 

評価・換算差額等合計 △3 73 

新株予約権 81 67 

純資産合計 23,933 24,388 

負債純資産合計 28,981 29,159 
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（２）四半期連結損益計算書 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

売上高 17,883 21,776 

売上原価 14,098 17,441 

売上総利益 3,784 4,334 

販売費及び一般管理費 3,117 3,282 

営業利益 666 1,052 

営業外収益   

受取利息 8 5 

受取配当金 8 10 

受取地代家賃 35 25 

その他 58 21 

営業外収益合計 110 62 

営業外費用   

支払利息 2 3 

賃貸費用 15 14 

その他 20 4 

営業外費用合計 38 22 

経常利益 738 1,092 

特別利益   

貸倒引当金戻入額 0 － 

投資有価証券売却益 － 0 

新株予約権戻入益 0 0 

特別利益合計 1 1 

特別損失   

投資有価証券評価損 － 1 

固定資産除却損 23 12 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 45 

減損損失 － 718 

その他 － 1 

特別損失合計 23 780 

税金等調整前四半期純利益 716 313 

法人税、住民税及び事業税 236 396 

法人税等調整額 79 △37 

法人税等合計 315 359 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） － △46 

四半期純利益又は四半期純損失（△） 401 △46 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 716 313 

減価償却費 362 421 

減損損失 － 718 

受取利息及び受取配当金 △17 △15 

支払利息 2 3 

売上債権の増減額（△は増加） 190 130 

たな卸資産の増減額（△は増加） △640 △467 

仕入債務の増減額（△は減少） 521 △161 

有形固定資産除却損 23 12 

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 45 

その他 41 468 

小計 1,200 1,469 

利息及び配当金の受取額 13 13 

利息の支払額 △1 △2 

法人税等の支払額 △210 △284 

法人税等の還付額 － 51 

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,003 1,248 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有形固定資産の取得による支出 △740 △2,442 

無形固定資産の取得による支出 △1 △5 

敷金及び保証金の差入による支出 △15 △6 

その他の収入 118 78 

その他の支出 △16 △13 

投資活動によるキャッシュ・フロー △655 △2,389 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

長期借入金の返済による支出 △25 △25 

自己株式の取得による支出 △0 △261 

配当金の支払額 △85 △84 

財務活動によるキャッシュ・フロー △110 △371 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 237 △1,512 

現金及び現金同等物の期首残高 5,021 4,586 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,259 3,073 
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該当事項はありません。  

  

  

① 報告セグメントの概要  

 当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、経営

資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。  

 各報告セグメントはそれぞれ特徴の異なる商品を取り扱っており、収益・財務構造及び営業戦略が異なるこ

とから、それぞれ独立した報告セグメントとしております。  

② 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報  

前第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

                                     （単位：百万円）  

（注）１．セグメント利益の調整額△10百万円は、当社とセグメントとの内部取引消去額252百万円、 

セグメント間取引消去額２百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用264百万円でありま

す。全社費用は、主に提出会社におけるグループ管理に係る費用であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

当第２四半期連結累計期間（自 平成22年４月１日 至 平成22年９月30日） 

                                     （単位：百万円） 

（注）１．セグメント利益の調整額198百万円は、当社とセグメントとの内部取引消去額521百万円、 

セグメント間取引消去額０百万円、各報告セグメントに配分していない全社費用323百万円でありま

す。全社費用は、主に提出会社におけるグループ管理に係る費用であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

（追加情報）  

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成

21年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20

号 平成20年３月21日）を適用しております。  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  報告セグメント 

調整額 合計  
  

国産車  
販売事業 

輸入車  
ディーラー 

事業  
計 

売上高           

外部顧客への売上高 8,476 9,406 17,883 － 17,883 

セグメント間の内部売上高又
は振替高 

168 229 397 △397 － 

計 8,645 9,635 18,280 △397 17,883 

セグメント利益（注） 352 325 677 △10 666 

  報告セグメント 

調整額 合計 
  

国産車  
販売事業 

輸入車  
ディーラー 

事業 
計 

売上高           

外部顧客への売上高 9,971 11,804 21,776  － 21,776 

セグメント間の内部売上高 
又は振替高 

174 157 331 △331  －

計 10,145 11,962 22,108 △331 21,776 

セグメント利益（注） 497 356 853 198 1,052 
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該当事項はありません。 

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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